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Development of a speech-discriminating electromyogram system for routine
ambulatory recordings for the low-level masseter muscle activity 
（微弱な咬筋筋活動評価を目的とした発話識別装置付き携帯型筋電計の開発） 





















発話識別装置は，発話検出用音声センサ（voice-operated trigger switch; VOX）を内蔵した頚部付着マイク
とトリガー信号出力基盤から構成され，当講座が開発した携帯型筋電計に増設可能な仕様とした．トリ
ガー信号は発話開始時に ON 信号，発話終了時に OFF 信号が出力されるように設定した．発話中の音圧
は一定ではないため，VOX による音声認識データは単一の発話内で ON と OFF を繰り返す．したがっ
て単一発話認識時間の設定の為に予備実験として，単一発話内 OFF-ON 最長時間を計測した．その結果









 Diagnostic Criteria for Temporomandibular Disordersにおいて異常を認めない健常被験者1名（26歳）



















 本研究の結果より，EMG 記録と VOX を用いた発話識別システムは，日中の微弱な咬筋の筋活動の評
価するための有効な手段となりうることが示唆された．  
  
 論文審査結果の要旨 
 
  
